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６月定例会
令和5年6月定例会は、6月5日（月）から6月27日（火）
まで開催され、条例7件、補正予算6件、陳情1件、諮問3
件、専決承認3件、同意4件、発議1件、その他3件を審議
しました。

★ 上天草市本と歴史の交流館条
例の制定について

　交流館（イコット）の設置および管
理に関し必要な事項を定めるため条例
を制定するもの。

条例改正条例改正
★ 上天草市歴史資料館条例の制
定について

　歴史資料館（イコット内）の設置お
よび管理に関し必要な事項を定めるた
め条例を制定するもの。

★ 上天草市図書館条例の一部を
改正する条例の制定について

　本と歴史の交流館（イコット）の設
置に伴い、図書館の名称・位置を変更
するとともに、図書の貸し出
し方法、手続きを見直すため
関係規定を整備するもの。

６月定例会

（修正案の提案理由）
　当該施設推進計画の基本理念である、『多様な利用者のニーズに応えられるよう、誰でも気軽
に「楽しく活動」でき、「地域拠点・交流の場」となり、「情報が集まり発信できる場」へ』をよ
り推進するため、開館時間を早めることにより、利便性を高め、施設の利用促進を図ることがで
きる、また、近隣の観光施設（天草四郎ミュージアム）と開館時間を同じくすることで、「地域
拠点・交流の場」としてより一層の効果を高めることができると考える。

　執行部から提出された原案では、上天草市本と歴史の交流館イコット（新大矢野
図書館、歴史資料館含む）の開館時間が10時とされていたが、髙橋健議員　他2名
より、開館時間を9時に変更する旨の修正案が提出され、全会一致で可決されました。

開館時間の変更を
！

上天草市本と歴史の交流館イコットの開館時間

10時から9時へ !　修正案可決

▲文教厚生常任委員会による
　交流館（イコット）現地踏査

修
正

可
決

修
正

可
決

修
正

可
決
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補正予算（主なもの）補正予算（主なもの）

請願・陳情
件　　　名 提　出　者 結　果

新たな避難所の設置に係る陳情 登立区長会　会長　山下　勝市 採択

電力・ガス・食料品等高騰重点
支援給付金 1億3,800万円 
　電力・ガス・食料品等の価格高騰によ
る負担の増加から、特に家計への影響が
大きい低所得世帯（住民税非課税世帯
等）に対して追加交付する国の方針を踏
まえ、新たな給付金を支給するもの。

上天草市省エネ家電買換え
促進補助金
 7,000万円 
　市内業者から省エネ家電（補助対象製
品のみ）へ買換えを行った場合、費用の
２分の１を補助（１世帯当たり上限７万
円）するもの。

一般会計4億5,267万円を増額一般会計4億5,267万円を増額

ＬＰガス価格高騰対策支援
事業補助金
 4,745万2千円　
　熊本県の物価高騰対応生活者支援交付
金を活用し、ＬＰガス使用世帯（事業者
を除く）の負担を軽減するため、給付金
および事務費に相当する額を熊本県ＬＰ
ガス協会に補助するもの。

市道高戸樋島線橋台箇所地質
調査業務委託料 
 1,100万円 
　当初、既存の橋梁を歩道とし、新たに
車道用の橋梁を設置する計画だったが、
維持管理費等を考慮し、既設橋梁は撤去
したうえで、歩道付きの橋梁を新たに架
設することに変更したことから橋台部の
地質調査を行うもの。

上天草市保育所等食材料費
物価高騰支援補助金
 299万円 
　食費等の物価高騰の影響が長期化する
中、保護者負担を軽減し、幼児期の安定
した生活と教育および保育を確保するた
め、保育所等における食材料費（副食
費）の値上げ相当額を補助するもの。

公共施設等への太陽光発電設
備等導入調査支援業務委託料 
 1,013万3千円 
　SDGs 未来都市に選定されているほか、
ゼロカーボンシティを宣言していること
等から、政府が掲げる目標達成に向けて
計画的に公共施設等への太陽光発電設備
等を導入するため調査を実施するもの。

請願と陳情って？違いはあるの？
　市の行政に関する意見や要望があるときに市議会に提出するものです。請
願も陳情も扱いは同じですが、議員の紹介があるものを請願、ないものを陳
情と呼んでいます。詳細な内容や提出方法は右のＱＲコードを読み取ります
と確認できます。
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財産の取得
取得する財産の表示

取得の相手方 取得金額
区分 品名 数量

物品

小型動力ポンプ ６台

三輝物産株式会社
熊本市中央区菅原町1番25号

24, 819, 740円小型動力ポンプ付積載車
（普通車）

1台

小型動力付ポンプ積載車
（軽自動車）

2台

公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
設
備
等
導
入
調

査
支
援
業
務
委
託
料
1
0
1
3
万
3
千
円
に

つ
い
て

問 

調
査
対
象
が
施
設
41
箇
所
、
駐
車
場

26
箇
所
と
な
っ
て
い
る
が
、
調
査
後
設
置
す

る
場
合
、
規
模
や
場
所
な
ど
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答 

設
置
可
能
な
施
設
に
お
い
て
、
さ
ら

に
設
備
の
種
類
や
規
模
、
概
算
費
用
、
国
な

ど
の
補
助
事
業
の
適
用
な
ど
を
調
査
し
、
そ

の
結
果
や
提
案
を
踏
ま
え
、
導
入
計
画
を
来

年
1
月
ま
で
に
策
定
す
る
予
定
で
す
。

市
道
高
戸
樋
島
線
橋
台
箇
所
地
質
調
査
業
務

委
託
料
1
1
0
0
万
円
に
つ
い
て

問 

今
後
の
維
持
管
理
費
を
考
慮
し
、
当

初
計
画
を
変
更
す
る
た
め
、
新
た
に
地
質
調

査
が
必
要
に
な
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
経
緯

は
。

答 
予
備
設
計
時
、
既
設
の
橋
梁
を
歩
道

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
で
、
緊
急
時
に
有
効

利
用
で
き
る
こ
と
、
ま
た
、
歩
道
専
用
で
負

担
の
軽
減
が
図
れ
る
と
い
う
こ
と
で
新
設
す

る
計
画
で
し
た
。
し
か
し
、
建
設
か
ら
52
年

経
ち
、
塩
害
の
影
響
も
受
け
る
こ
と
で
、
今

後
補
修
費
の
増
加
や
将
来
的
に
は
架
け
替
え

の
検
討
を
行
う
必
要
も
あ
る
た
め
計
画
を
見

直
し
、
新
設
す
る
橋
梁
に
歩
道
を
設
け
る
こ

と
に
し
た
も
の
で
す
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
等
開
催
業
務
委
託

料
3
1
5
万
円
に
つ
い
て

問 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
等
の
実
施

に
つ
い
て
、
今
後
も
継
続
し
て
い
く
と
の
こ

と
だ
が
、
ど
の
施
設
も
永
年
経
過
し
て
い
る
。

ハ
ー
ド
整
備
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

答 

今
回
の
寄
付
金
を
活
用
し
た
事
業
に

つ
い
て
は
、
2
ヶ
年
で
実
施
す
る
計
画
で
す
。

施
設
の
改
修
計
画
は
、
来
年
度
か
ら
取
り
組

む
計
画
で
す
。

議
案
第
47
号
「
令
和
5
年
度
上
天
草

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）」

に
つ
い
て

大
矢
野
総
合
体
育
館
天
井
修
繕
費
3
8
4
万

2
千
円
に
つ
い
て

問 

天
井
が
落
下
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、

事
故
の
状
況
と
そ
の
結
果
は
。

答 

断
熱
や
吸
音
、
表
面
を
保
護
す
る
グ

ラ
ス
ウ
ー
ル
が
、
結
露
に
よ
る
水
分
を
吸
収

し
、
そ
の
重
さ
に
よ
り
落
下
し
た
も
の
で
す
。

今
回
の
修
繕
は
応
急
的
な
も
の
で
、
改
め
て

正
式
な
調
査
を
行
っ
た
う
え
で
、
計
画
的
に

改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

議
案
第
43
号
「
令
和
5
年
度
上
天
草

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）」

に
つ
い
て

議案質疑議案質疑
議案質疑の動画

6月15日の議案質疑の一部を要約して掲載します。

市が財産を取得（または処分）するのに議決は必要なの？
　市の条例により、予定価格2千万円以上の不動産、動産の買入れ若しくは売払い（土地
については、1件5,000平方メートル以上のものにかかるもの）、不動産の信託の受益権
の買入れ、もしくは売払いについては、議会の議決が必要と定められています。

可
決
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契約案件契約案件

工事内容：防災行政無線工事

　　　　　（局および戸別受信機更新）一式

契約金額：6億2,810万円

契約の相手方：パナソニックコネクト株式会社

　　　　　　　現場ソリューションカンパニー九州社

契約の方法：条件付一般競争入札（単体・事後審査型）

上天草市防災行政無線（同報系）整備工事

▲戸別受信機

工事内容：改修建築工事　一式（屋内運動場、屋外便所）

　　　　　改修電気設備工事　一式

　　　　　改修機械設備工事　一式

契約金額：1億4,685万円

契約の相手方：磯口・吉田特定建設工事共同企業体

契約の方法：条件付一般競争入札（JV・事前審査型）

龍ヶ岳小学校屋内運動場大規模改修工事

▲龍ヶ岳小学校屋内運動場

委員会構成が変わりました

経済建設常任委員会
〇委員長
　嶋元　秀司　議員
〇副委員長
　何川　　誠　議員
〇委員
　北垣　　洋　議員
　西本　輝幸　議員

文教厚生常任委員会
〇委員長
　小西　涼司　議員
〇副委員長
　宮下　昌子　議員
〇委員
　木下　文宣　議員
　髙橋　　健　議員

総務常任委員会
〇委員長
　田中　辰夫　議員
〇副委員長
　何川　雅彦　議員
〇委員
　井手口隆光　議員
　塩田　真一　議員
　田中　万里　議員

予算決算常任委員会
〇委員長
　木下　文宣　議員
〇副委員長
　塩田　真一　議員
〇委員
　その他全議員（議長除く）

議会運営委員会
〇委員長　何川　雅彦　議員　　〇副委員長　何川　誠　議員

〇委員
　嶋元　秀司　議員　　田中　辰夫　議員
　宮下　昌子　議員　　小西　涼司　議員
　田中　万里　副議長

　６月議会より、委員会構成が以下のとおり変更となりました。
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常
任
委
員
会

議
案
第
46
号
「
財
産
の

取
得
に
つ
い
て
」

問 

消
防
用
の
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載

車
等
、
特
殊
な
財
産
の
取
得
だ
が
、
入
札

に
は
何
者
の
応
札
が
あ
っ
た
の
か
。

答 

７
者
か
ら
の
応
札
が
あ
り
ま
し
た
。

陳
情
第
2
号
「
新
た
な

避
難
所
の
設
置
に
係
る
陳
情
」

意
見 
こ
の
陳
情
が
提
出
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
は
、
現
状
と
し
て
、
災
害
発
生
時
、

登
立
地
区
の
方
々
の
安
心
感
と
安
全
な
環

境
の
確
保
が
十
分
で
な
い
と
思
わ
れ
て
い

る
。
市
民
か
ら
災
害
時
の
備
え
に
対
す
る

要
望
が
上
が
っ
た
際
は
、
市
は
現
状
を

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
る
べ
き
で
あ
る
。

問 

同
様
の
陳
情
書
が
市
に
も
提
出
さ

れ
た
と
思
う
が
、
執
行
部
の
見
解
は
。

答 

5
月
31
日
に
回
答
書
を
お
渡
し
し

て
お
り
、
内
容
と
し
て
は
、
登
立
地
区
だ

け
で
な
く
市
全
体
の
こ
と
と
し
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
多
く
の
避
難
所
を

建
設
す
る
予
定
は
な
く
、
多
く
の
避
難
所

を
建
設
す
る
た
め
の
財
源
の
確
保
も
見
通

し
が
立
た
な
い
状
況
で
あ
り
、
長
期
的
な

考
え
が
必
要
な
事
業
で
あ
る
と
申
し
上
げ

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
大
規
模
地
震
に
直
面
し
た
場
合
、

地
域
の
住
民
の
皆
さ
ん
に
適
切
な
判
断
を

迅
速
に
発
信
で
き
る
よ
う
に
研
修
会
等
を

開
催
し
、
地
域
の
自
主
防
災
組
織
と
連
携

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

意
見 

今
回
の
陳
情
に
よ
っ
て
、
市
民

が
不
安
を
感
じ
て
い
る
と
認
識
で
き
た
た

め
、
す
ぐ
に
新
た
な
避
難
所
の
設
置
は
難

し
い
と
思
う
が
、
問
題
提
起
と
し
て
採
択

す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会

※
６
月
議
会
に
お
い
て
経
済
建
設
常
任
委

員
会
へ
付
託
さ
れ
た
案
件
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
令
和
5
年
6
月
20
日
）

議
案
第
37
号
「
上
天
草
市

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

問 

具
体
的
な
改
正
内
容
は
。
ま
た
、

助
成
の
対
象
者
数
は
。

答 

一
例
と
し
て
、
今
ま
で
指
定
難
病

医
療
費
は
対
象
で
な
か
っ
た
が
、
併
用
受

給
が
可
能
と
な
り
、
通
院
の
場
合
、

1
0
2
0
円
を
超
え
る
医
療
費
を
助
成
す

る
も
の
で
す
。
対
象
者
数
は
、
10
名
程
度

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会

（
令
和
5
年
6
月
16
日
）

　
本
会
議
で
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
等
に
つ
い
て
、
常
任
委
員

会
で
審
査
し
ま
し
た
。
そ
の
経
過
と
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

（
主
な
も
の
）

▲小型動力ポンプ積載車

可
決

採
択

可
決
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議
案
第
43
号
「
令
和
５
年

度
上
天
草
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）」

【
公
共
施
設
等
へ
の
太
陽
光
発
電
設
備

等
導
入
調
査
支
援
業
務
委
託
料

1
0
1
3
万
3
千
円
に
つ
い
て
】

問 

設
置
場
所
や
設
置
方
法
な
ど
、
様
々

な
観
点
か
ら
調
査
を
実
施
す
る
の
か
。
ま

た
、
調
査
後
に
設
置
す
る
と
な
っ
た
場
合
、

補
助
の
割
合
は
。

答 

公
共
施
設
や
市
所
有
の
駐
車
場
、

合
計
67
箇
所
に
つ
い
て
の
設
置
場
所
等
も

含
め
た
総
合
的
な
調
査
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
設
置
す
る
施
設
に
よ
っ
て
補
助
の

有
無
も
変
わ
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
そ
う

い
っ
た
部
分
も
含
め
て
今
回
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

問 

公
共
施
設
や
駐
車
場
以
外
に
も
活

用
し
て
い
な
い
市
有
地
が
あ
る
と
思
う
が
、

そ
う
い
っ
た
場
所
は
対
象
と
な
ら
な
い
の

か
。

答 

補
助
の
対
象
が
、
市
の
公
共
施
設

と
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
今
回
は
、
公

共
施
設
と
付
随
す
る
駐
車
場
の
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
等
開
催
業

務
委
託
料
3
1
5
万
円
に
つ
い
て
】

問 

対
象
者
や
開
催
場
所
等
、
具
体
的

内
容
は
。

答 

天
草
管
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象

に
プ
ロ
チ
ー
ム
の
選
手
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ

教
室
を
大
矢
野
総
合
体
育
館
で
実
施
予
定

と
し
て
い
ま
す
。

【
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
償
費

1
6
3
万
1
0
0
0
円
に
つ
い
て
】

問 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集
す
る

際
、
テ
ー
マ
や
目
的
を
絞
っ
た
形
で
の
募

集
と
な
る
の
か
。

答 

令
和
3
年
度
か
ら
龍
ヶ
岳
地
域
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
で
協
力
隊
を
募
集
す
る

に
あ
た
っ
て
の
協
議
を
行
っ
て
お
り
、
そ

の
中
で
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
よ
っ
て

地
域
が
衰
退
し
て
い
る
と
い
う
意
見
が
多

か
っ
た
た
め
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
隊
員
を
採
用
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

【
市
道
高
戸
樋
島
線
橋
台
箇
所
地
質
調

査
業
務
委
託
料
1
1
0
万
円
に
つ
い

て
】

問 

令
和
4
年
度
に
道
路
詳
細
設
計
業

務
を
実
施
す
る
中
で
、
橋
梁
の
架
設
に
つ

い
て
、
当
初
計
画
か
ら
変
更
さ
れ
て
い
る

が
、
変
更
前
と
変
更
後
に
お
け
る
橋
梁
維

持
管
理
費
の
試
算
は
。

答 
維
持
管
理
費
の
試
算
条
件
と
し
て

は
、
橋
梁
新
設
後
50
年
間
の
維
持
管
理
費

を
算
出
し
て
比
較
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
当

初
計
画
で
は
、
既
存
橋
梁
を
利
用
し
て
車

道
橋
を
新
設
し
た
場
合
の
維
持
管
理
費
と

し
て
、
法
定
点
検
8
7
0
万
円
と
修
繕
費

6
千
万
円
の
合
計
6
8
7
0
万
円
を
見
込

ん
で
い
る
が
、
計
画
変
更
後
の
橋
梁
新
設

に
か
か
る
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
は
、
法

定
点
検
の
み
の
5
6
0
万
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

問 

橋
梁
の
新
設
に
伴
う
湾
内
の
船
の

係
留
に
つ
い
て
、
住
民
に
対
し
、
説
明
は

行
わ
れ
た
の
か
。

答 

昨
年
の
8
月
に
住
民
説
明
会
を
開

催
し
、
同
湾
内
に
船
を
係
留
さ
れ
て
い
る

方
々
に
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。
現
在
の
計

画
で
は
、
道
路
が
少
し
海
側
に
張
り
出
す

た
め
、
係
留
ス
ペ
ー
ス
が
現
在
よ
り
少
し

狭
く
な
る
と
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
が
、

概
ね
計
画
に
つ
い
て
は
同
意
を
い
た
だ
い

た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

令
和
5
年
6
月
15
日
、
22
日

▲過去に本市で実施されたスポーツイベント

▲既存の橋梁

可
決
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一般質問

6月定例会では6人の議員が一般質問を行いました。
日程 議員氏名 質問事項

6
　
／
　
21

塩田　真一
▶ 新ごみ処理施設に向けたごみ量の目標設定について

▶ 松島中継施設について

嶋元　秀司
▶ 廃校後の維和中学校の活用方法について

▶ 小中学校規模適正化計画について

何川　雅彦

▶ 障がい者に対する職員の対応について

▶ 公共施設における点字ブロックの設置状況について

▶ 「書かない窓口」の導入について

▶ 対話型 AI「チャットGPT」の業務活用について

6
　
／
　
22

田中　辰夫

▶ 前島地区の交通および駐車場の状況について

▶ 地元企業の状況について

▶ 上天草市の出生率について

北垣　　洋
▶ 地元事業者への支援の必要性について

▶ 地場産業における人手不足の問題について

宮下　昌子

▶ 自衛隊への名簿提供について

▶ 水道事業について

▶ 「上天草市公共施設等総合管理計画　アクションプラン」について

一般質問の動画を配信しています！
　次ページからの各議員顔写真横のQRコードを読み取ると、一般質問の動画を視聴できます！
　また、上天草市の公式HPからは過去の映像も視聴できます。

●注意（免責）事項●
・配信している映像は本市議会の公式記録ではありません。公式記録は会議録
をご覧ください。
・発言の訂正や取り消しが行われた場合、当該箇所の映像や音声が消去される
場合があります。
・視聴には大量のデータ通信が発生しますので、Wi-Fi 接続や定額通信サービ
ス環境での視聴を推奨します。

QR SAMPLE

SCAN QR CODE
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塩田　真一 議員

嶋元　秀司 議員

廃校となった維和中の活用につい
て検討はＱ
Ａ 段階的な検討が必要となる

ごみ量の削減目標はＱ
Ａ 各市町独自で設定しています

【
新
ご
み
処
理
施
設
に
向
け
た
ご

み
量
の
目
標
設
定
に
つ
い
て
】

塩
田　

新
ご
み
処
理
施
設
に
向
け

た
本
市
の
ご
み
量
の
削
減
目
標
は
。

市
民
生
活
部
長　

令
和
３
年
３
月

に
取
り
ま
と
め
た
第
２
次
上
天
草

市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
に

お
い
て
は
、
令
和
９
年
度
に
お
け

る
ご
み
排
出
量
の
目
標
値
は
、
７

３
８
０
ト
ン
で
、
令
和
２
年
度
と

比
べ
、
６
９
６
ト
ン
の
減
と
設
定

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

塩
田　

目
標
値
は
ど
の
よ
う
に
算

定
さ
れ
た
の
か
。

市
民
生
活
部
長　

人
口
動
態
や
ご

み
減
量
化
へ
の
取
組
等
を
勘
案
し
、

各
市
町
が
独
自
の
判
断
で
目
標
値

を
設
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
の
目
標
値
に
つ
い
て
は
、

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
に
お

い
て
、
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、

リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
資
源
の
有
効

活
用
、
分
別
の
推
進
な
ど
、
ご
み

の
減
量
化
に
取
り
組
む
成
果
を
考

慮
し
設
定
し
て
お
り
ま
す
。

塩
田　

２
市
１
町
で
目
標
値
に
ば

ら
つ
き
が
見
ら
れ
、
３
月
の
市
議

会
で
執
行
部
か
ら
均
等
に
な
る
よ

う
再
設
定
す
る
と
い
う
発
言
が
あ

っ
た
が
、
発
言
の
意
図
は
。

市
民
生
活
部
長　

本
市
が
８
・

６
％
、
天
草
市
が
24
％
、
苓
北
町

が
12
・
５
％
の
削
減
率
と
ば
ら
つ

き
が
あ
り
、
不
均
衡
な
目
標
と

な
っ
て
い
ま
す
。
目
標
値
を
均
等

に
す
る
こ
と
で
、
ご
み
量
が
目
標

値
を
超
え
て
い
た
場
合
な
ど
の
努

力
義
務
の
過
不
足
が
明
ら
か
と
な

り
ま
す
の
で
、
目
標
値
の
再
設
定

は
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

塩
田　

ご
み
目
標
値
の
均
衡
を
図

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
の
姿
勢

に
は
疑
問
を
感
じ
て
い
る
。
本
市

が
既
に
ご
み
量
の
目
標
を
達
成
し

て
い
る
の
な
ら
ま
だ
し
も
、
現
状

の
目
標
で
す
ら
達
成
が
厳
し
い
中

に
あ
っ
て
、
市
民
の
皆
様
に
さ
ら

な
る
協
力
・
負
担
を
お
願
い
し
て

い
く
の
は
ど
う
な
の
か
。

　

結
果
的
に
、
こ
の
こ
と
が
、
本

市
の
新
ご
み
処
理
施
設
の
運
営
に

か
か
る
財
政
的
負
担
の
増
加
に
つ

な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
、

大
い
に
懸
念
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

【
廃
校
後
の
維
和
中
学
校
の
活
用

方
法
に
つ
い
て
】

嶋
元　

大
矢
野
中
学
校
と
の
統
合

に
伴
い
閉
校
と
な
っ
た
維
和
中
学

校
だ
が
、
地
元
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
よ
う
な
取
り
組
み
に
利
用
す

べ
き
と
考
え
る
。
今
現
在
、
ど
う

い
っ
た
協
議
、
検
討
が
行
わ
れ
て

い
る
か
。

教
育
部
長　

ま
ず
、
公
用
ま
た
は

公
共
用
の
利
用
、
他
の
行
政
目
的

で
の
利
用
を
検
討
し
、
こ
の
利
活

用
が
見
込
め
な
い
場
合
、
売
却
又

は
貸
付
等
を
行
う
事
と
し
て
お
り
、

活
用
す
る
た
め
に
は
、
段
階
的
な

検
討
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
未
利

用
財
産
の
活
用
手
順
つ
い
て
は
、

情
報
共
有
、
施
設
利
用
等
の
方
針

決
定
、
調
査
、
手
法
の
決
定
の
順

で
協
議
さ
れ
、
施
設
利
用
が
可
能

か
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化

等
の
施
設
現
況
や
土
地
登
記
状
況

等
を
踏
ま
え
総
合
的
に
判
断
し
決

定
さ
れ
る
も
の
で
、
現
段
階
と
し

て
は
推
進
本
部
で
協
議
を
行
う
た

め
の
資
料
作
成
等
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
な
お
公
用
、
公
共

の
利
用
が
可
能
か
に
つ
い
て
は
本

年
度
内
に
協
議
を
行
い
、
貸
付
等

の
活
用
法
と
し
て
進
め
る
場
合
は

次
年
度
か
ら
の
協
議
と
な
り
、
同

年
度
中
に
結
論
が
出
せ
れ
ば
と
考

え
ま
す
。

嶋
元　

地
元
で
活
用
を
希
望
す
る

人
が
い
る
場
合
、
ど
う
い
っ
た
手

続
き
が
必
要
に
な
る
か
。

教
育
部
長　

地
域
振
興
、
高
齢
者

交
流
施
設
等
の
地
域
活
性
化
に
つ

な
が
る
取
り
組
み
で
あ
れ
ば
、
関

係
部
署
と
相
談
・
調
整
を
行
い
実

施
可
能
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
賃
貸

借
契
約
を
締
結
し
利
用
が
可
能
と

な
る
が
、
地
元
住
民
で
あ
っ
て
も

営
利
を
目
的
と
し
た
場
合
、
規
模

も
大
き
く
施
設
使
用
料
が
高
額
と

な
る
点
に
注
意
が
必
要
で
す
。

嶋
元　

美
術
棟
を
維
和
中
歴
史
館

に
す
る
提
案
が
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
ど
う
な
っ
た
か
。

教
育
部
長　

維
和
中
に
関
す
る
写

真
や
賞
状
等
を
美
術
棟
に
展
示
し

公
開
し
た
い
と
い
う
生
徒
の
提
案

で
あ
り
承
諾
し
た
い
。
今
後
は
卒

業
生
が
夏
休
み
を
利
用
し
て
集
ま

り
展
示
作
業
を
行
っ
た
後
、
開
館

と
な
る
見
込
み
で
す
。

◀記念碑

維和中学校生徒▶
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何川　雅彦 議員

対話型AIチャットGPTの導入はＱ
Ａ 年内には一部の業務に活用したい

【
前
島
地
区
の
交
通
お
よ
び
駐
車

場
の
状
況
に
つ
い
て
】

田
中　

連
休
時
に
お
け
る
交
通
状

況
お
よ
び
駐
車
場
の
状
況
は
把
握

さ
れ
て
い
る
の
か
。

経
済
振
興
部
長　

前
島
観
光
拠
点

施
設
付
近
で
、
か
な
り
渋
滞
し
て

い
た
こ
と
お
よ
び
駐
車
場
が
不
足

す
る
こ
と
は
、
認
識
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

田
中　

前
島
地
区
の
交
通
渋
滞
、

駐
車
場
問
題
に
つ
い
て
、
市
長
の

見
解
は
。

市
長　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
大
き

な
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
対
策
と

し
て
、
一
つ
は
、
駐
車
場
の
立
体

化
で
す
が
、
現
時
点
で
は
越
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
ハ
ー
ド
ル
が
非

常
に
高
い
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
地
域
の
皆
様
の
ご

理
解
・
ご
協
力
を
頂
き
、
芝
生
エ

リ
ア
を
駐
車
場
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
。

　

三
つ
目
は
、
松
島
の
合
津
港
お

よ
び
松
島
庁
舎
の
駐
車
場
の
活
用

を
推
進
す
る
た
め
に
、
合
津
港
か

ら
前
島
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て

実
証
実
験
を
行
い
、
前
島
へ
の
車

の
集
中
を
減
ら
す
方
法
を
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
地
元
企
業
の
状
況
に
つ
い
て
】

田
中　

地
元
企
業
の
従
業
員
不
足

は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
て
い

る
の
か
。

経
済
振
興
部
長　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

を
活
用
し
た
人
材
確
保
や
外
国
人

技
能
実
習
生
を
受
け
入
れ
る
事
で

確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

田
中　

外
国
人
を
雇
用
さ
れ
て
い

る
企
業
数
お
よ
び
人
数
は
。

経
済
振
興
部
長　

現
状
で
把
握
し

て
い
る
企
業
は
9
社
で
す
。
令
和

5
年
4
月
1
日
現
在
、
外
国
人
技

能
実
習
生
は
、
85
人
で
す
。

田
中　

労
働
者
に
対
し
て
の
環
境

整
備
に
つ
い
て
は
。

経
済
振
興
部
長　

本
年
度
よ
り
、

市
外
か
ら
転
入
し
、
市
内
の
事
業

所
に
就
職
さ
れ
る
方
に
対
し
、
住

宅
手
当
等
を
支
給
す
る
場
合
、
そ

の
手
当
の
一
部
を
補
助
す
る
上
天

草
市
住
宅
手
当
補
助
金
を
創
設
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

【
上
天
草
市
の
出
生
数
に
つ
い
て
】

田
中　

出
生
数
の
推
移
は
。

健
康
福
祉
部
長　

令
和
4
年
は
、

1
0
8
人
、
10
年
前
の
平
成
24
年

の
1
8
4
人
と
比
較
す
る
と
76
人

減
少
で
す
。

田中　辰夫 議員

前島地区の交通渋滞および駐車場
の問題についてＱ
Ａ ご指摘のとおり、大きな課題だ
と思う

【
対
話
型
Ａ
Ｉ
「
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ

Ｔ
」
の
業
務
活
用
に
つ
い
て
】

何
川　

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
自
治

体
業
務
へ
の
活
用
に
当
た
っ
て
は
、

神
奈
川
県
横
須
賀
市
、
神
戸
市
、

熊
本
市
な
ど
で
実
証
実
験
が
行
わ

れ
る
な
ど
各
自
治
体
に
動
き
が
出

て
い
る
。
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
上

天
草
市
の
業
務
に
活
用
す
る
予
定

は
あ
る
の
か
。

企
画
政
策
部
長　

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ

Ｔ
は
文
書
入
力
に
よ
る
指
示
に
よ

り
、
文
書
の
作
成
、
要
約
、
翻
訳
、

校
正
、
ア
イ
デ
ア
出
し
等
が
で
き

る
た
め
、
幅
広
い
業
務
で
の
活
用

が
期
待
で
き
、
年
内
に
は
、
一
部

の
業
務
に
活
用
で
き
る
よ
う
検
討

を
重
ね
て
安
全
性
を
確
保
し
な
が

ら
業
務
の
効
率
化
を
図
り
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
障
が
い
を
も
つ
方
々
に
対
す
る

職
員
の
対
応
に
つ
い
て
】

何
川　

上
天
草
市
で
は
、
窓
口
で

の
対
応
な
ど
障
が
い
者
の
方
々
に

配
慮
し
た
適
切
な
対
応
を
明
文
化

し
た
も
の
は
あ
る
の
か
。

総
務
部
長　

国
の
法
律
の
施
行
を

基
に
、「
上
天
草
市
に
お
け
る
障

が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消

の
推
進
に
関
す
る
対
応
要
領
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。

何
川　

全
国
の
自
治
体
を
見
れ
ば
、

よ
り
詳
細
な
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
て
い
る
。
個
別
の
判
断
で

は
、
す
ぐ
に
適
切
な
対
応
が
出
来

な
い
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
も
と
に
、

職
員
間
で
絶
え
ず
共
有
す
る
こ
と

で
本
当
に
配
慮
し
た
対
応
が
で
き

る
と
思
う
。
上
天
草
市
で
も
具
体

的
な
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す

べ
き
と
提
案
す
る
。

総
務
部
長　

障
が
い
の
程
度
な
ど
、

状
況
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
対
応

が
必
要
で
あ
る
と
認
識
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
大
阪
府
箕
面
市
、

そ
の
他
自
治
体
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
等
を
参
考
に
し
て
、
よ
り
詳
細

な
具
体
例
を
示
す
な
ど
、
対
応
要

領
の
改
正
を
行
い
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

▶
大
阪
府
箕
面
市
が
作
成
し
た
20

ペ
ー
ジ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
市
の
窓

口
に
来
ら
れ
る
障
が
い
の
あ
る
方
に

対
し
、
職
員
が
配
慮
す
べ
き
事
項
に

焦
点
を
絞
っ
て
作
成
し
た
も
の
。
対

応
の
基
本
、
障
が
い
種
別
の
特
性
、

対
応
に
お
け
る
配
慮
、
案
内
、
誘
導

等
、
詳
細
に
記
載
し
て
い
る
。
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宮下　昌子 議員

水道局として事業を起こすことを
検討したらどうかＱ
Ａ PFI による太陽光発電がどうか
という検討はしたい

事業者への支援、どのような施策をＱ
Ａ ワンストップ支援、地域通貨へ
の展開も視野

【
地
元
事
業
者
へ
の
支
援
の
必
要

性
に
つ
い
て
】

北
垣　

人
口
減
少
が
進
む
な
か
、

事
業
の
継
続
、
起
業
な
ど
が
難
し

く
な
っ
て
い
る
。
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
確
保
、
域
内
で
の
経
済

の
循
環
を
さ
せ
る
た
め
に
は
、
事

業
者
に
対
し
て
継
続
的
な
支
援
が

必
要
だ
と
考
え
る
。
今
後
、
地
場

産
業
の
育
成
の
た
め
、
行
政
と
し

て
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を
講
じ
て

い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
か
。

経
済
振
興
部
長　

上
天
草
市
第
２

次
総
合
計
画
の
重
点
戦
略
に
産

業
・
企
業
の
再
生
と
育
成
を
掲
げ
、

こ
れ
に
基
づ
い
た
施
策
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
事
業
継

続
や
事
業
支
援
の
取
組
と
し
ま
し

て
は
、
金
融
機
関
や
各
種
団
体
と

連
携
し
、
上
天
草
市
小
規
模
事
業

者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
立
し
、

事
業
者
へ
各
種
補
助
制
度
の
案
内

や
経
営
に
関
す
る
相
談
な
ど
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
支
援
す
る
事
と
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
、
デ
ジ
タ
ル

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
を
予

定
し
、
市
民
や
観
光
客
に
市
内
で

デ
ジ
タ
ル
ポ
イ
ン
ト
を
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
シ
ス
テ
ム
の
準
備
を

行
っ
て
お
り
、
将
来
的
に
は
本
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
、
経
済
の
循
環

を
目
指
し
、
地
域
通
貨
の
発
行
事

業
へ
の
展
開
も
視
野
に
事
業
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ら

の
支
援
制
度
・
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
活
用
い
た
だ
き
、
事
業
の
継
続

に
つ
な
げ
て
頂
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

【
地
場
産
業
に
お
け
る
人
手
不
足

の
問
題
に
つ
い
て
】

北
垣　

今
後
、
少
子
高
齢
化
が
進

み
、
企
業
の
人
手
不
足
が
深
刻
化

す
る
事
も
予
想
さ
れ
る
が
、
行
政

と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に
地
場
産

業
の
人
手
不
足
を
解
消
、
ま
た
は

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
の
か
。

市
長　

地
域
内
で
は
、
な
か
な
か

労
働
力
が
確
保
で
き
な
い
の
で
、

方
法
は
二
つ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
つ
は
テ
ー
マ
と
し
て
挙
げ
ら
れ

て
い
る
外
国
人
労
働
力
に
頼
る
事
。

も
う
一
つ
は
事
業
承
継
の
問
題
。

移
住
施
策
と
リ
ン
ク
さ
せ
て
上
天

草
市
と
し
て
の
人
材
確
保
に
動
く

と
い
う
の
も
必
要
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
魅
力
的
な
仕
事
も
沢
山
あ

る
の
で
、
可
能
性
は
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
幅
広
く
い
ろ
ん
な
労

働
力
の
確
保
に
向
け
て
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
水
道
事
業
に
つ
い
て
】

宮
下　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

秋
ご
ろ
に
『
経
営
戦
略
』
を
策
定

し
、
結
果
次
第
で
は
値
上
げ
も
あ

る
か
も
し
れ
な
い
と
の
こ
と
だ
っ

た
が
、
進
捗
状
況
は
。

水
道
局
長　

今
後
の
急
速
な
人
口

減
少
に
伴
い
経
営
環
境
が
厳
し
い

状
況
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

当
市
財
政
計
画
へ
反
映
す
る
と
し

て
作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

宮
下　

広
域
化
と
い
う
こ
と
で
、

『
環
不
知
火
海
地
域
協
議
会
』
の

協
議
が
進
ん
で
い
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
、
上
天
草
市
に
と
っ
て

ど
う
な
る
の
か
。

水
道
局
長　

共
同
で
出
来
る
部
分

は
早
め
に
行
っ
て
、
経
費
を
削
減

し
て
い
く
こ
と
を
協
議
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

宮
下　

民
間
の
出
資
で
『
マ
イ
ク

ロ
水
力
発
電
』
を
導
入
し
て
い
る

自
治
体
が
あ
る
が
、
検
討
さ
れ
た

こ
と
は
あ
る
の
か
。

水
道
局
長　

幾
つ
か
の
企
業
か
ら

問
い
合
わ
せ
も
あ
り
ま
し
た
が
、

配
水
流
量
等
で
検
証
し
た
結
果
、

費
用
対
効
果
が
見
込
め
な
い
と
い

う
報
告
が
あ
っ
て
い
ま
す
。

宮
下　

ど
う
し
た
ら
料
金
の
値
上

げ
を
し
な
い
で
済
む
か
、
み
ん
な

で
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で

は
な
い
か
。

　

水
道
局
と
し
て
事
業
を
起
こ
す

考
え
は
な
い
か
。
民
間
企
業
の
力

を
借
り
る
Ｐ
Ｆ
Ⅰ
事
業
で
太
陽
光

設
置
を
活
用
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
と
聞
く
が
。

市
長　

色
ん
な
可
能
性
が
あ
れ
ば

検
討
に
値
す
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｆ
Ⅰ
に
よ
る
太
陽
光
に
つ
い
て
も

検
証
は
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
自
衛
隊
へ
の
名
簿
提
供
に
つ
い
て
】

宮
下　

い
つ
か
ら
ど
の
よ
う
な
方

法
で
提
供
し
て
い
る
の
か
。
市
民

へ
の
周
知
は
し
て
い
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長　

以
前
は
、
自
衛

隊
職
員
が
閲
覧
し
て
い
た
も
の
の
、

平
成
30
年
か
ら
紙
媒
体
で
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。
市
民
へ
の
周
知

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

宮
下　

本
人
の
意
思
を
確
認
せ
ず

に
情
報
を
提
供
す
る
の
は
い
か
が

な
も
の
か
。
当
然
、
除
外
申
請
期

間
を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長　

今
後
、
除
外
申
請
の

制
度
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

北垣　　洋 議員

▲本市の水道施設
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議案
番号 議案名 結果 表決数

北
垣
　
　
洋

井
手
口
隆
光

木
下

　
文
宣

何
川

　
　
誠

塩
田

　
真
一

嶋
元

　
秀
司

田
中
　
辰
夫

何
川

　
雅
彦

宮
下

　
昌
子

西
本

　
輝
幸

髙
橋

　
　
健

小
西

　
涼
司

田
中
　
万
里

桑
原
　
千
知

陳情
第２号

新たな避難所の設置に係る陳
情 採択 13-0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

議案
第39号

上天草市本と歴史の交流館条
例の制定について

修正案
可決 13-0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

議案
第40号

上天草市歴史資料館条例の制
定について

修正案
可決 13-0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

議案
第41号

上天草市図書館条例の一部を
改正する条例の制定について

修正案
可決 13-0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

同意
第13号

上天草市教育長の任命につき
同意を求めることについて 可決 13-0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

同意
第14号

上天草市教育委員会委員の任
命につき同意を求めることに
ついて

可決 13-0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

同意
第15号

上天草市教育委員会委員の任
命につき同意を求めることに
ついて

可決 13-0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

〇賛成　●反対　/欠席　－議長は除く

賛 否 表

　　　人権擁護委員の役割って？
　人権擁護委員は、人権擁護委員法に基づいて法務大臣が民
間有識者の中から委嘱されており、地域の皆さんから人権相
談を受け、問題解決のお手伝いをしたり、地域の皆さんに人
権について関心を持ってもらえるような啓発活動を行ったり
しています。

　　
人人人人人人人人人人人人人人人人権

人事案件は次のように決まりました
上天草市固定資産評価員 杉

すぎ

本
もと

　恒
つね

明
あき

　 （新任）　松島町

人権擁護委員 濱
はま

邊
べ

　志
し

惠
え

　 （再任）　姫戸町

人権擁護委員 塚
つか

田
だ

　久
く

美
み

子
こ

（再任）　龍ヶ岳町

人権擁護委員 村
むら

川
かわ

　和
かず

敬
たか

　 （新任）　龍ヶ岳町

上天草市教育長 岩
いわ

﨑
さき

　宏
ひろ

保
やす

　 （新任）　松島町

上天草市教育委員会委員 木
き

村
むら

　美
み

矢
や

子
こ

（新任）　大矢野町

上天草市教育委員会委員 千
ち

原
はら

　めぶき（新任）　松島町

　議員定数・議員報酬および政務活
動費・その他議会改革について調査
研究を行うため、特別委員会を設置
しました。

〇委員会の名称
　議会制度調査特別委員会
〇委員長
　何川　雅彦　議員
〇副委員長
　嶋元　秀司　議員
〇委員
　その他全議員
　※議長はオブザーバーとして参加

議会改革を推進します
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　政務活動費についてもっと詳しく知りたい方は、過去３年間の議員別収
支一覧表や詳しい制度などを市のホームページに掲載しておりますので、
右のＱＲコードからご確認ください。

議会の疑問を解説します

■　上天草市議会の状況

　令和３年度と令和４年度に全議員が支出した政務活動費の総額です。

■　政務活動費とは
　議員の調査研究その他の活動を助成するため、必要な経費の一部として議員に対して
交付するものです。本市では、議員１人に対して、月額２万円を交付しており、使用し
なかった分については返還してもらいます。
　なお、交付に当たっては、地方自治法、市議会政務活動費の交付に関する条例等を根
拠としています。

■ 研究研修費　　　研修会出席負担金　など

■ 調査旅費　　　　先進地視察や現地調査の旅費　など

■ 資料作成費　　　議員活動に必要な資料の印刷製本代や事務機器購入　など

■ 資料購入費　　　議員活動に必要な資料の書籍購入　など

■ 広報費　　　　　住民への報告に要する報告書等印刷費　など

■ 広聴費　　　　　住民相談等要する資料印刷費や交通費　など

■ 要請陳情活動費　要請陳情活動に要する交通費や旅費　など

■ 事務費　　　　　消耗品購入費　など

今回のテーマは「政務活動費」です。

Ｒ３年度 政務活動費支出 
合計額2,864,886円

Ｒ４年度 政務活動費支出
 合計額2,867,809円

428,695

287,893

169,872

990,384

317,394

386,036
191,570

93,042

255,190

32,560

293,249

209,972

991,339

274,462

518,452

292,585
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〝緊急時に備えを〟
～救急救命講習会～

　令和５年６月５日（月）、議員の防災意識を高め、

人命に関わる事態に居合わせたとき、迅速かつ的

確に救命措置を行うための技術習得を目的に、当

日は、救命救急講習会を実施しました。

　天草広域連合北消防署協力のもと、心肺蘇生法

を実際に体験したり、ＡＥＤの使い方などの説明

を受けました。

　いつそのような場面に遭遇するかは誰にもわか

りません。いざというときに備え、他人の命を救

えるスキルを習得しておくことが大切です。

広報委員会で研修に行ってきました！

　令和５年７月６日（木）～７日（金）の２

日間の日程で、福岡県須恵町議会と大刀洗町

議会において、議会だよりの編集および発行

について視察研修を実施しました。

　両議会の広報紙は、それぞれ広報コンクー

ル（全国町村議会議長会主催）で表彰されて

います。広報を発行される中で、議会モニタ

ー制度を導入されていたり、表紙へのこだわ

り、また、住民の声を多く取り上げるなど、様々

な工夫をされていました。

　良いところは取り入れて、今後の『広報　

えがお』づくりに生かしていきます。

▲須恵町議会

▲大刀洗町議会

▲消防署の皆さん

▲心肺蘇生法の体験
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　広報委員会では、議会だより「えがお」に対する皆さまのご意
見・ご感想を募集します。
　皆さまのご意見等を参考に、市議会をより身近に感じていただけ
るよう、紙面のさらなる充実をめざしますので、よろしくお願いし
ます。
■応募方法　 ハガキ、封書、メール、ファックスによりお送りくだ

さい。
■記入事項　①住所　②氏名　③電話番号　④ご意見・ご感想
■宛　　先　〒869-3692　上天草市大矢野町上1514
　　　　　　上天草市議会事務局　
　　　　　　FAX：0964-56-4936
　　　　　　E-mail：gikai@city.kamiamakusa.lg.jp
■お問い合わせ先　上天草市議会事務局　TEL：0964-26-5536

ご意見・ご感想を募集します

議会の主な動き
5月
10日　三県架橋期成会総会出席
27日　上天草市地域婦人会連絡協議会総会出席
29日　 天草空港利用促進協議会監査、議会運営委員会
30日　上天草市スポーツ協会評議員会

6月
 1日　熊本県市議会議長会総会出席 
 5日　天草空港利用促進協議会出席
 5日～27日
　　　上天草市議会第3回定例会
 8日　九州市議会議長会理事会、総会出席
13日　熊本県市議会議長会出席
14日　全国市議会議長会総会出席
20日　天草四郎観光協会総会出席
28日　八代・天草シーライン建設期成会総会出席

7月
 6日～ 7日
　　　議会広報編集委員会視察研修（福岡県）
14日　九州市議会議長会議員年金研修会開催
28日　議会運営委員会

表紙紹介

姫戸町にある「姫戸ひかり保育

園」の年長組さん10人です。

夏の暑さにも負けず、仲良くみ

んなで外遊びを楽しんでいます。

▲７月14日議員年金研修会

全国市議会議長会表彰
　全国市議会議長会より、永年にわたり地方自治の発展に寄与した功績等により、本市議会議
員3名が表彰されることに決定し、6月27日、本会議場で伝達式が行われました。
　また、九州市議会議長会より、昨年理事を務められた桑原議長に感謝状が贈られました。

〇（議員15年）　宮下　昌子　議員　　　　　　　　　　〇（感謝状）　桑原　千知　議長
〇（議員10年）　嶋元　秀司　議員、塩田　真一　議員

▲宮下昌子　議員 ▲嶋元秀司　議員 ▲塩田真一　議員 ▲桑原千知　議員
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次の定例会は 8月31日開会です。テレビ・インターネット中継もご利用いただけます！
詳しくは議会事務局へ　0964‒26‒5536

まちを歩いて… 松島町

龍ヶ岳町

笑顔
が

笑顔
が

キラリキラリ
　夏休み前の７月、龍ヶ岳中学校では２日
間にわたり、町内の事業所に生徒が分かれ、
職場体験学習を実施されました。体験した
生徒に話を聞いたところ「立ちっぱなしで、
とても疲れた」「世間話を聞けて楽しかっ
た」「接客は難しい」と話していました。
２日間まるまるの職場体験学習、慣れない
仕事で疲れを見せながらも目はキラキラ輝
いていました。

いら
っし
ゃい
ませ
～～～

　帯状の滝で、約280ｍの高さ
から山肌をはって、まるで
ウォーターシュートのようにか
け下っています。
　途中、大小の滝つぼがあり、
滝に沿った山道の中腹には、大
きな岩の中に観音様が祀られて
います。


	えがお 第50号 0
	えがお 第50号

